作成日　2024年2月12日
石川県災害時糖尿病・内分泌医療支援チーム
県外派遣者向け活動マニュアル
＜事前準備＞
１．情報提供サイトで最新情報をご確認ください。
●石川県HP（被災地の最新状況等）http://www.pref.ishikawa.lg.jp
●JMAT本部サイト http://JMAT-hq.jp/
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　（公開、配布されている資材が見れます）
●LINE公式アカウント　石川県災害時糖尿病・内分泌医療支援チーム

２．現地はコロナ、インフルエンザ、感染性胃腸炎の流行しやすい状況が予想されます。少しでも体調不良、感冒症状のある方は県のチーム代表者（医師）の判断で参加を取り消させていただく場合があります。日ごろより体調管理と感染対策をお願いします。
３．J-SPEEDスマートフォンアプリの操作方法手順書の確認
　　県医師会（またはチーム代表者）からJ-SPEEDアプリの操作方法手順書を受け取ります。手順書にそって事前にアプリをスマホにダウンロード、初期設定します。実派遣モードした際に、チーム名は、「DiaEndoMAT」を選択して下さい。
４．現地までの交通費、宿泊、活動中の飲食代等の活動経費の清算方法は各県医師会によって異なります。自身の県医師会の指示のもと領収書の保管をお願いします。
５．状況は刻々と変化するため本マニュアルの記載内容や引継ぎ情報と実際が異なる場合があります。石川県チーム、自身の都道府県県チーム（以後、県外チーム）内で適宜、確認をとりながら準備、行動してください。
６．代表者（医師）は、活動の３日前までに活動計画を石川県医師会にメールで提出します。（2024年2月12日現在、決まったフォーマットはありません。別紙の記載例を参考に作成してください。）

＜主な活動内容＞
1． 医師の診療補助
2． お薬手帳、糖尿病連携手帳の確認
3． 血糖測定、簡易血中ケトン体測定
4． 糖尿病治療薬、食事、活動、自己注射、血糖測定（リブレ含む）に関する相談対応
5． フットチェックとフットケア
6． 各領域の災害支援チームへの助言、引継ぎ

＜現地での行動＞　石川県JMAT本部到着前、解散後は各県医師会からの指示を受けてください。
	時　間
	行　動

	活動前
	石川県JMAT調整本部到着
	県外チーム代表者（医師）は石川県JMAT調整本部（石川県庁内）でチェックイン
どこのJMAT調整支部に行けばよいか指示を受ける。
石川県で活動中のJMAT LINEグループに登録します。使用方法を守って参加する。
2024年2月12日現在、JMAT調整本部は終日開設

	8：00
	JMAT調整支部到着
	支部調整会議（開始時間は随時確認）参加。人数が多い時は代表者のみ。糖尿病・内分泌医療チームとして挨拶。
調整担当者から現地ニーズに応じてどの地区（またはチーム）に行くか指示を受ける。特に指示がなければDHEAT調整者とコンタクトをとり会議参加を申し出る。

	9：00
	地区調整会議場到着
	地区（またはDHEAT）調整会議に参加。糖尿病・内分泌医療チームとして挨拶。
現地入りしている他のチームや保健師より、糖尿病・内分泌疾患をもつ被災者情報を得て、避難所を巡回するスケジュールを打ち合わせする。

	9：30
	避難所巡回
	指示、要請のあった避難所へ移動、活動を行う。
石川県内の診療状況（専門医、かかりつけ医、調剤薬局等）を知りたい時や活動中に困った事があれば金沢大学内分泌・代謝内科直通相談ダイヤル080-2963-8794へ連絡し対応を相談する。
16時までにJ-SPEEDやその他の報告c書を作成、クラウドフォームに入力する。
医師はスマホのPDF作成機能を使ってJ-SPEED災害診療記録を保存し（個人情報保護に十分注意して保管する）支部調整担当者へ提出する。

	16：00
	地区調整会議場帰着
	地区（またはDHEAT）調整会議（時間は随時確認）参加。ZOOMで行う場合もある。
活動報告、引継ぎ。

	18：00
	JMAT調整支部帰着
	支部、県本部会議（時間は随時確認）代表者参加。ZOOMで行う場合もある。
活動報告、引継ぎ。
代表者は調整支部の調整担当者、DHEAT調整者に次の糖尿病・内分泌医療チームの活動日を伝え、糖尿病をもつ被災者の相談等の収集を依頼する。

	
	活動終了後
	代表者はメンバーの報告や意見を集約しDiaMAT引継ぎフォームの入力を行う。
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＜持参物品＞　別紙参照　

＜活動にあたっての情報・留意事項＞
情報更新日2月12日
	項目
	留意内容

	交通
	交通事情は毎日変わります。活動場所周辺は悪路や交通制限でカーナビやgoogleMAP通りに移動できないことがあります。

	
	自動車はスタッドレスタイヤを使用してください。石川県内のレンタカーは、ほぼ標準装備されていますが契約時にレンタカー会社にご確認ください。
輪島方面以北でのレンタカーの破損、事故は自動車保険の賠償対象外のため実費となります。レンタカー会社によってはレンタルを断られるケースもあります。安全運転に十分ご注意ください。（2024年2月12日現在）

	服装
装備
	日本医師会のビブスを着用し自施設の名札または名刺を名札代わりにつけてください。（ビブスは各県医師会からチーム代表者に派遣者数分の貸与があります）

	
	医師は名刺交換の場面が多くあります。何か相談事があった時に先方から連絡をもらえるよう名刺に携帯電話番号をあらかじめ書いた物を何枚か用意しておくとよいです。
メディカルスタッフも名刺を用意しておくことをお勧めします。
DiaMAT活動用の名刺を無料フォーマット等で自作し、裏面に自分たちにできること、連絡先携帯電話番号を入れておくと便利です。

	
	気象情報は石川県HPで入手できます。天候に応じて調整しやすい服装がよいです。防寒着（ジャケットなど）は移動車内に置いて、避難所内は身軽な服装＋ビブスでいきます。
天気が良くても、外はかなり寒いです。ヒートテックの上下と貼るタイプのカイロは必要です。靴は厚底のスニーカーであれば、長靴はいらないと思われます。

	
	貴重品は携帯し自己管理してください。そのためファスナー付きポケットのある衣類が便利です。

	
	避難所での屋内巡回活動が主になります。手荷物が多いと紛失や置き忘れの原因になりやすいため肩掛けバックまたはリュック、ウェストポーチに収納可能な量が望ましいです。予備は移動車内に置いておくことも可能です。

	
	避難所にはスリッパが用意されていることが多いですが、ない場合のために簡単な内履きや靴下の替えを用意しておくと安心です。

	活動
	活動場所はJMAT災害支援調整担当者から指示があります。
現地入りしている他チーム、地元の保健師から直接要請を受けることもあります。

	
	事前に糖尿病・内分泌疾患をもつ被災者情報を調整担当者、DHEAT、DWATからもらいメモをします。個人情報の取り扱いには十分注意をお願いします。個人情報をデジカメで撮影することは必要最小限とし活動終了後は削除してください。

	
	単独行動は厳禁です。常にグループ行動でお願いします。トイレに行くときも必ず声をかけて場を離れてください。

	
	活動で出たゴミ、医療廃棄物は現地で廃棄はせず、必ず持ち帰ってください。

	
	現地では複数の災害支援チーム、ボランティアスタッフが多様な活動をしています。状況に合わせて他チームの方々と協力しながら活動することもあります。自ら名乗って挨拶し、相手の立場を尊重して協調性のある言動を心掛けましょう。

	
	その他にも独自のオープンチャット、LINEグループを使ってチーム間の情報共有、連絡をとりあっている地区もあります。名前は「△△JMAT糖尿病・内分泌チーム ○○（△△は都道府県、〇〇は名前）：例　東京JMAT糖尿病・内分泌チーム 佐藤」で設定してください。

	
	医療者や行政を語った不審者情報も出ています。また、高いストレス状況が長期化し心のケアを要する被災者が増えています。他の医療チームで挨拶がない、配慮に欠けた発言等のマナーの悪さで被災者から苦情がでた例も起きていますので、まずは被災者のお話をよく聴いて相手のニーズやペースに合わせた対応を心がけましょう。

	
	相談者用の資材は石川県チームが用意しています。内容の不一致を避けるため資材はそれを使用し、相談者の事情や状況に応じた療養支援を行ってください。

	
	避難所から次の場所へ移動する前に、再度持ち物の忘れ物はないか確認をお願いします。

	
	余震も続いています。余震発生時は周囲の状況を確認し、ご自身の安全を第一に行動してください。万が一、外傷等の被災にあわれた場合は速やかにチーム代表者に報告をしてください。

	
	原則として16時までに訪問活動を終えて災害支援調整担当者から指示された場所に戻り報告会に参加します。

	
	18時頃から災害支援調整支部でJMAT全体報告会議があります。チーム代表者（医師）は参加します。派遣者の安全確認、次への報告引継ぎ、ビブスの返却等があるためチーム代表者に断りなく場を離れ、帰ることのないようお願いします。

	飲食
	昼食は各自持参し避難所では食べず、移動に使用した車内で食べてください。

	
	炊き出しや避難所で配給されている物を飲食したり、持ち帰らないでください。

	感染対策
	マスクを必ず着用してください。避難所によっては断水で手が洗えない可能性があります。携帯用手指消毒材で1処置、1消毒をしてください。

	
	使用した体温計、パルスオキシメーター、血圧計、血糖測定器、爪用ニッパー、爪ヤスリなど医療器具はその都度、除菌洗浄シート（インフルエンザ、コロナ対応用が望ましい）でよく拭いてください。

	
	注射針、血糖測定穿刺針の廃棄容器を持たずに避難している方もいます。針刺し事故に十分ご注意ください。針廃棄容器（針が貫通しない容器）に入っていない使用済み針は回収してください。硬いペットボトルなど容器を持っていない方には、チームで持参した針廃棄容器を渡してください。

	地域情報
	JMAT金沢以南調整支部（金沢市：石川県庁内）

	
	JMAT能登中部調整支部（七尾市：石川県能登中部保健福祉センター内）

	
	JMAT能登北部調整支部（穴水町：穴水総合病院内）
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